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かたちを記述し比較す
る非常に一般的な理論
的枠組み 
あたらたな理論的発展
応用面での具体的問
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する必要性（例：人の
識別、山の形） 新しい「かたち」
認識システムの確立 
理論面の欠如の問題 活用されることによる
社会への還元 
必要性
全く別分野からの
要求 
 
広い意味で「かたち」の定量化の問題は、今後いろいろな分野での重要なテーマに発展する可能性
がある。たとえば、宇宙論においては、宇宙の幾何構造を分析するための基本言語として、このよ
うな枠組みの整備が長年待望されてきた。「かたち」概念は対象を人間の認識行為と本質的に関わ
っており、そこには情報の取捨選択・近似操作・ミクロとマクロの関係など、我々の自然認識の諸
性質を総合した象徴的な概念である。同時に、「かたち」概念は、数学を始めとする既存の枠組み
では、未だに十分記述しきれない深さと広がりをもっている。それは、数学・物理学・工学・情報
科学などを橋渡しをするような、非常に普遍的なテーマであり、研究交流・情報交換の意義がきわ
めて大きく、そこから新しい研究分野が切り開かれる可能性に満ちている。 このため、国際会議
で動向を探り、情報交換することは意義深いと考える。 
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